
～

◎ 司会進行・議事録担当を示す

・sai総合企画 ■ 坂本 ■ 秋山

・saiテクニカ ■ 伊藤

・アイテック □ 木村 ■ 安田

◎ ・YOU建築事務所 ■ 田原 □ 菅原 □ 清田

・池下設計 ■ 村田 ■ 堀口 ■ 新屋

・西建設計 ■ 田中 ■ 牛山

・佐沼建築システムデザイン ■ 中村 ■ 藤本

・ ・ ・

・ ・ ・

NO

【全体】

■役員会

1 日本工学院八王子校業界説明会について

■ 小林科長事前打合せ：６月２３日（月）15:00～Teams会議 □

■ 開催日：7月11日（金）11：10 〜 12：40（計90min）

・ 建築学科の3年生25名程度、27年卒

□ 業界説明（30min） □

・ 生産設計、施工図とは ・生産設計業界の展望

□ BIM体験（30min） □

・ 実務レベルのBIMモデルを紹介 ・VR体験

□ トークショー（30min） □

・ 企業アピール（各社のイチ推し、社長のひとがら、代表プロジェクトなど）

・ 個人⇔会社、双方から求めたい人物とは ・質疑応答

2 建築学縁祭について

■ 本年9/20-22に新宿のアイランドタワーのアクアプラザにて開催 □

・ 9/20（土）開始、9/21（日） トークセッションと選考会 Rookie選

・ 9/22（月）一般展覧会

・ 協賛の申込み期限8/25申込み、8/26広告データを送付

□ 協会としての広告データを作成する必要がある □

3 会員候補企業

□ 建築生産設計企業 首都圏版のリストをドライブにUP □

4 事務局契約書：堀口氏 25年8月～26年3月

□ 業務の目的など確認　7月中に契約をする □

５ 賛助会員会費規定 □

６ HPの運用ルール □

７ 中央工学校 設備研修施設利用について

□ 6月10日（火）実施　　写真と参加者感想をドライブにUP □

８ 協力会パンフレットについて □

９ 就活ガイドブックについて

□

１０ 協力会名刺について □

１１ その他

□ 日本建築士会連合会　建築施工系技術者　施工図WG □

□ 賛助会員 入会希望 □

□

□ 東洋大「建築生産Ⅰ」（浦江教授）での授業 □

□ 彰国社「実務初心者向けの施工図作成」に関する協力依頼 □

□ 関西出張（愛知→岐阜→京都→大阪） □

１２ 次回司会、議事録 □

～

議事録

議　題

23日の小林科長打合せにて確認

継続

中村会長より改めてTeams会議の招待を送ってもらう 中村会長

建築生産設計協力会　第12回役員会議事録

日　時 2025年6月17日(火) 14:00 場　所 田原

経　過 回　答

sai総合企画　会議室

出　席　者
（敬称略）

配　布　資　料

記録者

対　応 備　考

池下設計

中村会長協賛については10口（50万円）にて申込する

業界クイズやアンケートなど学生も参加できる催しも検討する 全員

継続

広告データはパンフレットの表紙をベースにアレンジを加える 藤本氏

8月以降は事務局よりダイレクトメールにて勧誘を開始する

23日までに業界説明用資料のタタキ案を作成 村田氏

職業分類がわかる資料、学生が夢を持てるような資料

VR体験はスペースや教室内の構成、当日のセッティングの

タイミングなどの確認が必要　（延長コード2本準備）

アイテック

次回開催日時

・OCT:今秋頃、連絡を頂ける予定

2025年7月8日（火） 14:00 役員会 場所 sai総合企画

栄鋼社(鉄骨図作図会社)@大阪

マックス設計(鉄骨図作図会社)@宮城

対象：3年生、70名程　候補日：7/18(金)or 25(金)、13：00～14：30 中村会長

東洋大・浦江教授からのご紹介、7/15-8/20の間で打ち合わせを予定

業界説明会開催（京都建築大学校、大阪工業技術専門学校） 中村会長

・KASD：第3回就職ガイダンス(2026年3月下旬)で

　業界研究※生産設計の仕事内容(実用性)について

各社購入希望部数を６月中に中村会長へメールする 全員

役員全員分配布

中村会長

清水建設『NOVARE』申込最終確認→今回は申込しない 坂本副会長

完成は7月上旬　2割引きで購入可能 → 各社希望購入部数を募りたい

1870？×0.8＝1496円(税込み)

報告

報告

報告

報告

継続

継続

報告

報告

報告

追加企業があればリストへ追記と勧誘担当、勧誘可否も記入していく 全員

委託費用として20万円（予備費含む）を徴収　期限は7月末までとする 堀口氏

堀口氏

8月より事務局として堀口氏と業務委託契約を開始する

賛助会員用のHP入会フォームも今後検討する

HP運用ルールに基づき会長・副会長の確認を取り

事務局が対応を行う

全員

参加者から高評価を頂いているので年間行事として開催していく

イチコンにて100部印刷　　PDFにて各社印刷することも可能


